
ダム整備が効果を発揮（北海道 定山渓ダム)（国管理）

○平成 28 年 8 月 20 日 停滞する前線の影響により 定山渓
じょうざんけい

ダムにおいては 洪水量を超える流入量を観測

じ ょ う ざ ん け い

※水防団待機水位：水防団が水防活動の準備を始める目安になる水位

○平成 28 年 8 月 20 日、停滞する前線の影響により、定山渓ダムにおいては、洪水量を超える流入量を観測。

○定山渓
じょうざんけい

ダムの洪水調節等によって下流河川の水位低減を図り、下流の札幌
さっぽろ

市（雁来
かりき

水位観測所）では、水防団待機水位※1以下の水位に抑えることが 

できました。 

○仮にダムが整備されていなければ、水防団待機水位を上回る出水となったことが想定されます。 
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8/20 10:00～8/21 5:00
流域総雨量69.0mm（ダム流域平均）

※水防団待機水位：水防団が水防活動の準備を始める目安になる水位。
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定山渓ダム定山渓ダムの防災操作の防災操作
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定山渓ダム

累加雨量

8月20日14時00分
ダムへ流れ込んできた最大水量
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貯水位（m）

流入量（m3/s）

放流量（m3/s）

流 込 最大水
約110m3/s

下流の増水をピーク時で
約100m3/s抑えました。

ダムに流れ込む水を貯め、
急激な川の増水を抑えました。 貯
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約0 4 の水位低減

雁来雁来水位観測所水位観測所地点における水位低減効果地点における水位低減効果 雁来水位観測所付近

8月20日 8月21日

定山渓ダム貯水状況

ダムがなかった場合の
想定水位： 5.73 m

実績水位： 5.36 m
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はん濫注意水位 H=7 40m

避難判断水位 H=7.50m

はん濫危険水位 H=8.70m

ダムが無い場合の
想定水位 H=5.73 m

防災操作開始

防災操作終了
EL=380.68m

計画高水位 H=11.74m
約0.4mの水位低減
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水防団待機水位 H=5.40m

はん濫注意水位 H=7.40m

実績水位 H=5.36 m

防災操作開始
EL=380.48m

※本資料の数値は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

防災操作によって
ダムに貯めた水量

約39万m3


